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第 1 問

xy 平面上で，次の条件をみたす点 (x, y) の範囲を D とする。

log2 x ≦ 2 + log2 y ≦ log2 x+ log2(4− 2x)

(1) D を xy 平面上に図示せよ。

(2) s < 1 のとき，y − sx の D 上での最大値 f(s) を求め，関数 t = f(s) のグラフを st 平面上に図示せよ。
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第 2 問

xy 平面上の 2 点 P，Q に対し，P と Q を x 軸または y 軸に平行な線分からなる折れ線で結ぶときの経路の長さ

の最小値を d(P, Q) で表す。

(1) 原点 O(0, 0) と点 A(1, 3) に対し，d(O, P) = d(P, A) をみたす点 P(x, y) の範囲を xy 平面上に図示せよ。

(2) 点 A(1, 3) と点 B(-1, 1) に対し，d(A, P) = d(P, B) をみたす点 P(x, y) の範囲を xy 平面上に図示せよ。
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第 3 問

0 < a ≦ 1 に対し，行列 A =

(
1 1

1 1 + 2a

)
を考える。

u⃗ =

(
cos θ

sin θ

)
のとき，ベクトル Au⃗ の長さ |Au⃗ | について，次の不等式が成り立つことを示せ。

(2−
√
2) a ≦ |Au⃗ | ≦ 2 +

√
2

　ただし 0 ≦ θ ≦ 2π とする。
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第 4 問

0 < c < 1 とする。3 次関数 f(x) = −4x3 + 3x2 に対し，

f1(x) = f(x) +

∫ c

0

f(t)dt, f2(x) = f(x) +

∫ c

0

f1(t)dt

とおく。以下，関数 f3(x), f4(x), · · · を順次

fn(x) = f(x) +

∫ c

0

fn−1(t)dt　（n = 3，4，· · ·）

に定める。

(1) 関数 fn(x) を求めよ。

(2) fn(x) について，0 < x < 1 のとき，fn(x) = 0 をみたす x がただひとつ存在することを示せ。

以上
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